
議題（１） 東海豪雨の降雨と被害状況

資料１
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①東海豪雨時の
気象の概況

①東海豪雨時の
気象の概況
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◆天気図・ひまわり画像

平成12年9月11日21時現在
の天気図

平成12年9月11日19時現在
の「ひまわり」の画像

前線に向かって台風から暖く湿った空気が多量に流れ込み、東海地方の大気
の状態は非常に不安定な状態になった。「湿舌」という言葉が使われる。
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◆等雨量線図・時間雨量・累積雨量
■愛知県等雨量線図（総雨量）

矢作川右岸から庄内川流域までの広い範囲で多くの雨が降った。

■時間雨量と累計雨量

１年間の降水量の
約１／３が
ほぼ１日で降った

名古屋地方気象台
・時間雨量 93mm
・２日間の総雨量 567mm
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②庄内川・新川の
出水の状況

②庄内川・新川の
出水の状況
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◆庄内川・新川位置図

×

久地野
水位観測所

新川洗堰

破堤地点 枇杷島
水位観測所

越水地点
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洗堰を越流して新川に流入する庄内川の洪水

◆洗堰から新川への流入状況
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◆庄内川の出水状況（枇杷島）
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◆庄内川出水状況
○出水状況

越水位置：河口から約４km地点右岸（国道１号一色大橋下流）

洪水流が一色大橋の橋桁に衝突している状況
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◆庄内川出水状況
○出水状況

位置：河口から約1４km地点

洪水流が県道枇杷島橋の橋桁に衝突している状況
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◆新川の出水状況（久地野）

(約14時間)

名古屋地方気象台雨量 [mm]

水位 [m] 久地野現況T.P.7.80m 破堤3:30頃

HWL超過 12時間50分
最高水位 TP＋7.32ｍ
HWLを0.75m超過
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◆新川破堤状況
○堤防破堤状況

破堤位置：河口から約16km地点左岸 破堤延長：約100m
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◆内水氾濫と外水氾濫の状況

外水氾濫

新川

水場川

内水氾濫

東海豪雨から、マスコミでも「内水」という言葉が使われ始めた。
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東海豪雨

①浸水状況（野並橋付近）

②裏法の崩壊状況（名古屋市南区芝町）

◆天白川の被害の状況

①

位置図

②
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◆天白川の出水状況（天白）

HWL超過 9時間30分
最高水位 TP＋10.19ｍ
HWLを1.53ｍ超過
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③被害と避難の状況③被害と避難の状況
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◆名鉄西枇杷島駅浸水状況

17



◆住民避難状況

自衛隊による救出活動
（清須市西枇杷島町）

冠水した道路を歩く人々
（清須市西枇杷島町）
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◆交通等の停止状況

豪雨で水浸しになった名鉄の車両
（清須市須ヶ口）

●鉄道の被災・復旧状況

新幹線116本運休・124本遅延、名鉄の車両基地などが水没した。
道路・鉄道の被害は、市民生活への影響に加え、災害復興にも障害を与えた。
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◆新川・天白川の被害実績（東海豪雨）

〈新川〉 〈天白川〉

浸水被害（実績）

約11,900戸床上浸水戸数

約6,200戸床下浸水戸数

約1,900ha浸水面積

約6,700億円想定被害額

浸水被害（実績）

約3,800戸床上浸水戸数

約4,400戸床下浸水戸数

約1,000ha浸水面積

約3,500億円想定被害額

※想定被害額は当時の試算によるもの
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議題（２）東海豪雨後に進めてきた主な河川事業の概要
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河

川

外水氾濫対策 内水氾濫対策

河

川

【雨水貯留施設】
・下水道雨水貯留施設
・学校校庭貯留施設
・公園貯留施設 等

放水路

【ポンプ場】

Ⓟ

• 外水氾濫対策として、河川の拡幅や河床掘削のほか、洪水の一部を一時的に貯留する調節池、洪水の一部を
他の河川へ排水する放水路の整備を実施している。

• 内水氾濫対策として、市町村では、下水道の雨水幹線の整備や、河川へ雨水を排水するポンプ場の整備、さ
らに、雨水を流域内に一時的に貯留する雨水貯留施設の整備を実施している。

• 外水氾濫対策として実施する河川整備により河川の流下能力を高め、河川水位の上昇を抑えることは、河川
からの氾濫を防止・軽減するだけでなく、流域から河川へ雨水を排除しやすくするなど、内水被害の軽減に
寄与するものである。

支川
Ⓟ

【雨水幹線】

雨水貯留
施設

調節池

Ⓟ
【ポンプ場】

外水氾濫対策および内水氾濫対策について 資料２－１

【調節池】

【河川整備】

学校校庭貯留施設
（イメージ）

【ポンプ場】

【ポンプ場】
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議題（２）東海豪雨後に進めてきた主な河川事業の概要

愛 知 県

資料２−３
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河川激甚災害対策特別緊急事業 新川 １／３
愛知県

・新川における激特事業は、東海豪雨相当の降雨に対する外水氾濫の防止と内水氾濫被害の軽減を目的として、「河口
から庄内川合流部までの２１．８km」を事業区間とし、堤防強化、河床掘削、橋梁改築、遊水地整備、河川ポンプの
増強、防災情報システムなどを実施した。

・本事業は２０００年度から２００４年度までの５年間で実施し、久地野観測所地点（20.1㎞地点）における流下能力
を「５１０m³/sから６００m³/s（約１７％増）」に向上させた。

◆新川激特事業の概要
施 工 前

施 工 後

比良新橋付近（19K800）

① 築堤・堤防強化 L=10.1㎞ 浸透対策・越水対策

② 河床掘削 V=84万m3 掘削深最大約1.9m、平均0.9m

③ 橋梁の改築と補強 改築7橋、補強11橋

④ 遊水地（治水緑地）整備 V=55万m3貯留

⑤ 河川ポンプ増強 水場川・鴨田川・中江川（60.5m3/s→90m3/s）

⑥ 防災情報システムの整備 河川カメラ、水位計、光ファイバ等

事業費約３１６億円
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河川激甚災害対策特別緊急事業 新川 ２／３
愛知県

・東海豪雨時、新川では、河口から約16km地点の名古屋市西区地内において、左岸堤防が約100ｍにわたり破堤し、深刻
な浸水被害が発生した。

・このため、東海豪雨の再現水位が計画高水位を大きく上回った区間を対象に、計画高水位を超える洪水に対しても破
堤しにくい堤防とするため、延長10.1kmにわたり堤防強化を実施した。

・この堤防強化では、降雨や河川水の堤体への浸透を抑制するとともに、浸透した水を速やかに排出し、万が一越水し
た場合にも急激な破堤を防ぐ構造とした。

◆新川堤防強化の概要

堤防強化横断図

破堤状況

破堤箇所
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河川激甚災害対策特別緊急事業 新川 ３／３
愛知県

・新川は都市河川であり、沿川は人家が連坦しているため、最も効果的に河道の流下能力を向上させる手段として、全
川にわたり河床掘削を実施した。（掘削深：最大１．９ｍ、掘削量：約８４万m³）

・また、洪水を一時貯留して新川本川を流下する流量を低減させる遊水地（治水緑地）を新川最上流部に整備した。
（面積：約１８ha、貯留量：約５５万m³）

・その他、橋梁改築及び河川ポンプ増強（６０．５ m³／s→９０ m³／s）などにより、流下能力を向上させた。

新川激特事業の河道縦断図

河床掘削 橋梁改築

遊水地（治水緑地）整備

排水機場名 増強前 増強後

水場川排水機場 ３０．０m3/s ４０．０m3/s

鴨田川排水機場 １２．５m3/s ２５．０m3/s

中江川排水機場 １８．０m3/s ２５．０m3/s

河川ポンプ増強
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河川激甚災害対策特別緊急事業 天白川 １／２
愛知県

・天白川における激特事業は、東海豪雨相当の降雨に対する外水氾濫の防止と内水氾濫被害の軽減を目的として、「０K
９００から浸水実績区域の最上流地点の８K５００までの７．６km」を事業区間とし、河道拡幅、河床掘削、橋梁改築
防災情報システムなどを実施した。

・本事業は２０００年度から２００４年度までの５年間で実施し、天白川観測所地点（7.4㎞地点）における流下能力を
「７５０m³/sから９２０m³/s（約２３％増）」に向上させた。

◆天白川激特事業の概要
施 工 前

施 工 後

① 河道拡幅 L=4,350m

② 堤防強化 L=8,700m 築堤・護岸

③ 河床掘削 V=130万m3 掘削深最大約3.0m、平均2.5m

④ 橋梁改築 ４橋（大慶橋、星園橋、野並橋、平子橋）

⑤ 防災情報システムの整備 河川カメラ、水位計、光ファイバ等

事業費約２８２億円

星の宮人道橋付近（5K100）
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河川激甚災害対策特別緊急事業 天白川 ２／２
愛知県

・東海豪雨時には、天白川の水位が２階建て家屋の屋根付近まで上昇したが、引堤や河床掘削による河道拡幅により天
井川の状態を解消し、東海豪雨時と比べて水位を最大約３ｍ低下させるなど、流下能力を大幅に向上させた。

・また、堤防天端の舗装や堤脚部のドレーン工などの浸透対策により、計画高水位を超える洪水に対しても破堤しにく
い堤防へ強化した。

河道改修による水位の低下

河川計画縦断図

河床掘削

堤防強化 36



・東海豪雨以降、県では、１９０河川に総事業費約８０００億円を投じ、河道拡幅や河道掘削、放水路、調節池などの河川整備

を着実に進めてきており、今回の大雨においても、これらの整備が大きな効果を発揮した。

・現在も、さらなる治水安全度の向上に向け、日光川２号放水路や柳生川地下河川、菱池遊水地、大山川調節池など、大規模な

河川施設を始めとした河川事業を進めている。

東海豪雨後に進めてきた河川事業の概要（事業費）
愛知県

事業費(※)供用年度施設名河川名

約１１８億円２００８日光川祖父江放水路日光川水系
日光川

約５７億円２０１０日光川玉野放水路日光川水系
日光川

約１７５億円
(旧施設撤去費除く)２０１７日光川水閘門日光川水系

日光川

約５１億円２０２３地蔵川排水機場庄内川水系
八田川・地蔵川

約３５５億円２０２４青木川放水路
（全川供用）

庄内川水系
青木川

事業費（予定）事業期間（予定）施設名河川名

約１３６億円２０２０〜
２０３０年度

日光川２号放水
路

日光川水系
野府川

約１５９億円２０１９〜
２０２９年度柳生川地下河川柳生川水系

柳生川

約５８億円２０１９〜
２０２６年度菱池遊水地矢作川水系

広田川

約１００億円２０２１〜
２０２７年度大山川調節池庄内川水系

大山川

現在事業中の主な大規模河川施設

東海豪雨以降に供用した主な大規模河川施設
１９０河川河川数

河道拡幅、河道掘削、放水路、調節池、橋梁改築 等事業内容

７，９９４億円総事業費

県管理河川の整備内容（２０００〜２０２６年度）

※東海豪雨以前を含む
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東海豪雨後に進めてきた河川事業の概要（①天白川 激特事業後）
愛知県

・天白川は、激特事業により、河口から8k500付近までの流下能力は大幅に向上したが、激特区間と同等な被害ポテン
シャルがある激特区間上流端から植田川合流点までの天白川は、未だに整備が完了していない。

・このため、植田川合流点(10k800)までの2.3km区間を当面の整備区間に位置付け事業を進めてきており、2025年度末
までに、天白緑地橋上流側までの約1.85kmの改修が完了。

流量配分図

整備イメージ図

当面の整備区間 L=2.3km

整備状況
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・日光川は、河川延長が41kmと非常に長く、大部分が堤防を有し、河道拡幅には膨大な用地買収を伴い、改修が必要な橋梁等も

多数あるため、河川改修の完了には膨大な時間と費用を要する。そのため、早期により安全な河川とするため放水路を計画

・玉野放水路は日光川より30㎥/sの洪水をカット、祖父江放水路は領内川から25㎥/sをカットし、木曽川へ合計55㎥/sを排水

東海豪雨後に進めてきた河川事業の概要（②日光川放水路（玉野・祖父江））
愛知県

祖父江放水路
玉野放水路

【事業概要】
事業期間：1985～2008（祖父江放水路）、2010（玉野放水路）
事業費 ：約118億円（祖父江放水路）

約 57億円（玉野放水路）
施設概要：玉野放水路函体 Ｌ=1,950m

祖父江放水路函体Ｌ=1,564m
西中野排水機場 Ｑ=55㎥/s

玉野放水路函体祖父江放水路函体

日光川より
30㎥/sカット

領内川より
25㎥/sカット

木曽川へ
55㎥/s排水
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東海豪雨後に進めてきた河川事業の概要（③日光川水閘門）
愛知県

事業期間：～2018年度
事業費 ：約175億円（旧施設撤去費用除く）

名古屋市名古屋市

二級河川日光川

●

日光川水閘門

位置図

○高潮に対する高さ不足を解消

伊勢湾台風
（S34.9.26） 浸水状況写真

浸水状況写真

・当施設は、伊勢湾台風復旧事業により築造後50年が経過し、老朽化の進行や地盤沈下などにより洪水や高潮に対する
機能が低下するとともに、大規模地震に対する耐震性が不足しており、地震後に来襲する津波を防ぎきれない可能性
がある。

・このため、機能不全要因を解消し、流域を洪水や高潮及び地震・津波の被害から守るため、新水閘門の改築を進め、
２０１８年３月に完成。

・新水閘門の底版を将来計画河床高に合わせ、旧水閘門を撤去することにより、河道の流下能力不足を解消。

日光川

日光川水閘門

〇将来予想される洪水に対する排水能力の確保

・新水閘門の底版を将来計画河床高とし、年超過確率１／１００の洪水を流しうる断面を確保

・旧水閘門を撤去することで、流下能力不足を解消し、日光川の河床掘削の効果を発現

事業実施による機能不全解消

河床掘削平面図

河床掘削横断図

日光川水閘門

旧水閘門
← 日光川

河床掘削

河床掘削

：実施済
：実施予定
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東海豪雨後に進めてきた河川事業の概要（④青木川放水路）
愛知県

事業期間：1981～2024年度
事業費 ：約355億円
設備概要：青木川放水路 L=5.9km

青木川放水路排水機場 Q=25㎥/s

・青木川、般若川、昭和川、奈良子川は新川流域の上流部に位置し、沿川の都市化が進んでいるが、河川は下流から順
次改修する必要があるため、上流部の河川を改修するまでに時間を要する。

・早期に上流部の浸水被害を軽減するため、これらの河川の水の一部を貯める調節池・分水池や、木曽川へ放流する放
水路と排水機場を設置する「青木川放水路事業」を進め、２０２４年４月から全区間の供用を開始。

木曽川新堤樋管

青木川放水路排水機場
村久野管理口

放水路函体

般若川管理口

高屋管理口

昭和川管理口

青木川管理口

青木川伏越部管理口
昭和川伏越部管理口

昭和川調節池・分水地 奈良子川調節池・分水地

奈良子川管理口

青木川調節池

青木川放水路排水機場

位置図

①

①

②

②

L=5,882m

青木川放水路排水機場
排水量︓ 25㎥/s

奈良子川から
3㎥/sカット

昭和川から
2㎥/sカット

青木川から
10㎥/sカット

般若川から
10㎥/sカット

25㎥/sを
木曽川へ排水

般若川調節池・分水地

青木川調節池・分水地

放水路による洪水被害軽減の手順

①洪水初期の汚れた水は、
調節池に貯留（洪水後
それぞれの河川へ戻す）。

②さらに増えた川の水を
放水路へと繋がる分水池
に流入。

③分水池に流入した水は、
ゴミ等を取り除いた後、

取り除いた後、木曽川へ
放流。
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・2011年9月の台風15号に伴う豪雨により、庄内川は東海豪雨を上回る出水となり、そのバックウォーターにより、八田川で越水

が生じ、八田川と立体交差する地蔵川の溢水と合わせて、床上浸水217戸、床下浸水183戸の家屋浸水被害が生じた。

・これを受け、同規模の洪水による床上浸水の解消を目的に、八田川の河道整備、橋梁改築を行うとともに、地蔵川排水機場を

新たに整備し、２０２３年６月から供用を開始。

東海豪雨後に進めてきた河川事業の概要（⑤八田川・地蔵川）
愛知県

【事業概要】
事業期間：2017年～2023年
事業費 ：96億円
事業内容：[地蔵川]地蔵川排水機場整備

[八田川]河川改修、橋梁改築

浸水被害と整備内容

八田川・地蔵川
(名古屋市北区・春日井市)

八田川 地蔵川

庄内川

新地蔵川
新川

国
道
41
号

整
備
後

整備効果

位置図

地蔵川排水機場
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東海豪雨後に進めてきた河川事業の概要（⑥調節池、狭窄部解消）
愛知県

青木川第４調節池
（24,400㎥）【2023年】

奈良子川分水池（1,162㎥）
【2023年】

中江川調節池（58,000㎥）
【2020年】

青木川第３調節池
（12,600㎥）【2019年】

新川治水緑地（550,000㎥）
【2005年】

森遊水池（232,000㎥）
【2001年】

水場川調節池（12,840㎥）
【2025年】

五条川調節池（107,000㎥）
【2004年】

高雄調節池（24,700㎥）
【2003年】

施 設 名（貯留量）
【完成年】

事業概要（河川名）
【完了年度】

旧日光川水閘門の撤去（日光川）
【2024年度】※床版部分を除く

日光橋改築（日光川）
【2007年度】

日光大橋改築（日光川）
【2018年度】

水道橋改築（福田川）
【2020年度】

名鉄津島線橋梁改築（五条川）
【2013年度】

法界門堰撤去（五条川）
【2014年】

国道２２号橋梁改築（日光川）
【2024年度】

・東海豪雨後も調節池の整備、河川の狭窄部の解消を推進
・東海豪雨後に整備した調節池は９施設、貯水容量計約１０２万㎥

【遊水地・調節池凡例】【解消した主な狭窄部凡例】

撤去前 撤去後
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議題（３）９月８日大雨の降雨と被害状況
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名古屋地方気象台

令和8年9月8日の
愛知県の大雨等の状況

1

令和8年9月30日
令和8年9月大雨に対する河川整備事業効果検証会議
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令和8年9月8日の愛知県の大雨の状況
• 9月8日は、四国の南にある台風第24号から変わった熱帯低気圧の東側の暖かく湿った空気が
本州の南岸付近に停滞した前線に向かって流れ込み、前線の活動が活発になった。愛知県で
は8日夕方に線状降水帯が発生した。

• 8日16時から18時頃にかけて尾張東部を中心に猛烈な雨が降り、名古屋では16時53分まで
の1時間に104.5ミリの降水量を観測し1890年の観測開始からの1位を更新した。また、解析
雨量では、尾張東部の多いところでは、8日18時までの3時間降水量が約250ミリとなった。

• この大雨により、尾張西部、尾張東部の一部の市町にレベル4大雨危険警報、レベル4土砂災
害危険警報を発表した。河川に対しては、矢田川の瀬古基準観測所（名古屋市守山区）で
氾濫発生水位に達したため庄内川レベル5氾濫特別警報を発表したほか、愛知県天白川水
系天白川レベル4氾濫危険警報などを発表した。

地上天気図
9月8日18時

暖かく湿った空気

解析雨量による9月8日24時
までの24時間降水量

名古屋の9月8日の
降水量の推移 2

愛知県
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令和8年9月8日15時から20時までの解析雨量による1時間降水量

3

8日15時 8日16時 8日17時

8日18時 8日19時 8日20時

気象防災速報（線状降水帯発生）16時28分発表
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令和8年9月8日10時から20時までの雨雲の動き
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解析雨量（9月8日15時〜9月8日18時までの3時間積算）

5
ミリ

愛知県

岐阜県多いところでは3時間
で約250ミリの雨量を
解析

名古屋市
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浸水キキクル（9月8日17時10分）

6

名古屋市

名古屋市と周辺市町村には
「紫（危険）」が広く出現し、
名古屋市には所々で「黒
（災害切迫）」も見られる。

52



洪水キキクル（9月8日18時30分）

7

名古屋市

名古屋市、尾張旭市、瀬戸
市などの多くの河川には「紫
（危険）」が出現し、一部
には「黒（災害切迫）」も見
られる。
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令和8年9月8日の主な防災気象情報

対象地域・回数等情報の種類
30二次細分区域
（名古屋市、瀬戸市、春日井市、犬山市、小牧市、尾張旭市、豊明市、日進市、東郷町、
長久手市、一宮市、津島市、江南市、稲沢市、岩倉市、愛西市、清須市、北名古屋市、弥
富市、あま市、豊山町、大口町、扶桑町、大治町、蟹江町、飛島村、東海市、大府市、知
多市、豊田市西部）

レベル３警報
大
雨

16二次細分区域
（名古屋市、瀬戸市、春日井市、小牧市、尾張旭市、日進市、長久手市、一宮市、稲沢
市、岩倉市、清須市、北名古屋市、あま市、豊山町、大治町、蟹江町）

レベル４危険警報

レベル3→4︓0
レベル2→4︓8

8二次細分区域
（名古屋市、春日井市、犬山市、小牧市、瀬戸市、長久手市、
尾張旭市、日進市）

レベル４危険警報
土
砂
災
害

日光川、庄内川、天白川、新川レベル３氾濫警報

氾
濫

天白川、庄内川レベル４氾濫危険警報
庄内川
【警戒レベル５相当】瀬古基準観測所（名古屋市）受け持ち区間 災害が発生しているおそれがあり
ます。矢田川の瀬古基準観測所（名古屋市）では、「氾濫発生水位」に到達しました。

レベル5氾濫発生情報

5回（小牧市、名古屋市、瀬戸市、春日井市、尾張旭市、犬山市、長久手市）記録的短時間大雨気
象
防
災
速
報

2回（8日4時12分、16時6分）線状降水帯半日前予測
1回（8日15時48分）線状降水帯直前予測
1回（8日16時28分）線状降水帯発生

2026年９月８日、愛知県に係るもの、レベル３相当情報以上
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令和8年9月8日の主な防災気象情報（時系列）
2026年９月８日、愛知県に係るもの、大雨・氾濫レベル４相当情報以上、気象防災速報（線状降水帯直前予測/発生・記録的短時間大雨）

9

対象防災気象情報発表日時分

名古屋市、清須市、あま市、大治町、蟹江町レベル4大雨危険警報2026/9/8 15:34

西部愛知県気象防災速報（線状降水帯直前予測）第1号2026/9/8 15:48

春日井市、小牧市、岩倉市、北名古屋市、豊山町レベル4大雨危険警報2026/9/8 15:53

尾張旭市レベル4大雨危険警報2026/9/8 16:08

瀬戸市レベル4大雨危険警報2026/9/8 16:15

小牧市愛知県気象防災速報（記録的短時間大雨）第1号2026/9/8 16:20

西部愛知県気象防災速報（線状降水帯発生）第1号2026/9/8 16:28

名古屋市愛知県気象防災速報（記録的短時間大雨）第2号2026/9/8 16:30

瀬戸市、春日井市、尾張旭市愛知県気象防災速報（記録的短時間大雨）第3号2026/9/8 16:40

犬山市愛知県気象防災速報（記録的短時間大雨）第4号2026/9/8 16:50

長久手市愛知県気象防災速報（記録的短時間大雨）第5号2026/9/8 17:09

長久手市レベル4大雨危険警報2026/9/8 17:14

日進市レベル4大雨危険警報2026/9/8 17:45

一宮市、稲沢市レベル4大雨危険警報2026/9/8 17:55

【警戒レベル４相当】天白川基準観測所（名古屋市）受け持ち区間︓名古屋市愛知県天白川水系天白川レベル4氾濫危険警報2026/9/8 18:00

【警戒レベル４相当】瀬古基準観測所（名古屋市）受け持ち区間︓名古屋市庄内川レベル4氾濫危険警報2026/9/8 18:00

【警戒レベル５相当】瀬古基準観測所（名古屋市）受け持ち区間︓名古屋市庄内川レベル5氾濫特別警報2026/9/8 18:20

【警戒レベル５相当】瀬古基準観測所（名古屋市）受け持ち区間︓名古屋市
【警戒レベル４相当】志段味基準観測所（名古屋市）受け持ち区間︓名古屋市、

瀬戸市、春日井市、小牧市、清須市、あま市、豊山町、北名
古屋市

庄内川レベル5氾濫特別警報2026/9/8 18:30

【警戒レベル５相当】瀬古基準観測所（名古屋市）受け持ち区間︓名古屋市庄内川レベル5氾濫特別警報2026/9/8 23:30

庄内川レベル2氾濫注意報に切り替え2026/9/9 00:40
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（参考）令和8年9月8日の大雨と2000年東海豪雨との違い
2000年東海豪雨2026年9月8日の大雨
前線＋台風前線＋熱帯低気圧気圧配置
97ミリ104.5ミリ1時間降水量（名古屋）
214ミリ185.0ミリ3時間降水量（名古屋）
458ミリ218.0ミリ12時間降水量（名古屋）
535ミリ220.0ミリ24時間降水量（名古屋）

総降水量（2000年9月11日〜12日）

2000年東海豪雨時の天気図と降水量分布1時間降水量は今回
の方が多かったが、3
時間、12時間、24
時間降水量は東海
豪雨の方が多かった。
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（参考）令和8年9月8日から9日にかけての大雨に関する愛知県気象速報

11

名古屋地方気象台ホームページに掲載（9月16日）
https://www.data.jma.go.jp/nagoya/shosai/news
/sokuhou/S_nagoya_20260916.pdf
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議題（３）９月８日大雨の降雨と被害状況

愛 知 県

資料３−３
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◆降雨の状況

２０２６年９月大雨の降雨と被害状況【愛知県】

2026年９月18日（午後３時現在）愛知県防災安全局発表

2026年９月８日の降雨の状況

【地点】名古屋（名古屋市千種区） ★観測史上最大

８日の最大値 前日までの観測史上１位

（mm） 時分（まで） （mm） 年月日

日最大　※１

１時間降水量
104.5★ 16:53 97 2000/9/11

日最大　※２

48時間降水量
237 19:30 567 2000/9/13

※１ その日の0：01から24：00まで（１分ごと）における前１時間降水量のうちで最も大きい値。
※２ その日の0：10から24：00まで（10分ごと）における前48時間降水量のうちで最も大きい値。

（１）気象庁ウェブサイト「降水の状況」より

（２）愛知県水防テレメータシステム雨量観測局

時間最大雨量（毎正時）

(mm) 時分(まで)

名古屋 名古屋市中区 79 16:00

瀬戸 瀬戸市 99 17:00

春日井 春日井市 74 16:00

松本 春日井市 80 17:00

観測所 所在地

◆一般被害

人的被害 軽傷38人 名古屋市35人 北名古屋市２人 蟹江町１人

住家被害 一部損壊10棟 名古屋市９棟 日進市１棟

床上浸水396棟 名古屋市279棟 瀬戸市14棟 春日井市73棟

津島市１棟 小牧市１棟 稲沢市１棟

尾張旭市11棟 岩倉市４棟 日進市２棟

北名古屋市１棟 あま市２棟 長久手市５棟

扶桑町２棟

床下浸水605棟 名古屋市179棟 瀬戸市23棟 春日井市261棟

津島市２棟 犬山市１棟 江南市13棟

小牧市８棟 稲沢市14棟 大府市１棟

尾張旭市９棟 岩倉市11棟 日進市２棟

愛西市１棟 清須市７棟 弥富市４棟

あま市２棟 長久手市３棟 豊山町61棟

扶桑町３棟

非住家被害 公共建物22棟 名古屋市９棟 瀬戸市７棟 小牧市２棟

日進市１棟 愛西市１棟 長久手市１棟

東浦町１棟

資料３－３
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議題（４）河川水位による河川整備の効果の確認

愛 知 県

資料４−２
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愛知県
【新川】2026年9月8日大雨における治水事業効果

速報版

（２）水位低減効果(久地野水位観測所)
実測水位と計画高水位との差
T.P.6.07m － HWL T.P.6.57m= - 0.50m

（３）東海豪雨時の水位との比較
T.P.6.07m － T.P.7.32m= - 1.25m

⇒激特事業の効果として、実測水位で約125cmの水位低減

（１）降雨の状況（名古屋地方気象台 9月8日）
日雨量 219.5mm（午前0時～翌日の午前0時）
最大60分雨量 104.5mm（午後4時00分～午後5時00分）

・新川は名古屋市など11市4町の市街地を流れる県管理の一級河川であり、東海豪雨の被害を受け、河川激甚災害対策特別緊急事

業（激特事業）により、2000年度から2004年度にかけて約21.8㎞（0.0ｋ～21.8ｋ）の区間で堤防整備や河床掘削の河川整備を

実施。

・名古屋地方気象台での東海豪雨の最大60分雨量が93㎜に対して、今回の降雨は104.5㎜を記録。

・激特事業の効果として、今回の出水に対して、久地野水位観測所の実績水位での比較では約125cmの水位低減効果があった。

久地野水位観測所

【激特事業による水位低減効果（実績水位の比較）

激特事業による河川整備イメージ図

2000年9月11日 9月12日 2026年9月8日

HWL超過 なし
最高水位 TP＋6.07ｍ
東海豪雨より -1.25ｍ

0.5m

【激特事業実施前 実績水位】 【激特事業実施後 実績水位】

9月9日

HWL超過 12時間50分
最高水位 TP＋7.32ｍ
HWLを0.75m超過

破堤3:30頃

水位(T.P.m)

雨量(ｍm)

0.75m
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・天白川は名古屋市など５市２町の市街地を流れる県管理の二級河川であり、東海豪雨の被害を受け、河川激甚災害対策特別緊

急事業(激特事業)により、2000年度から2004年度にかけて約7.6㎞(0.9ｋ～8.5ｋ)の区間で引堤や河床掘削の河川整備を実施。

・東海豪雨の最大60分雨量が77㎜に対して、今回の降雨は89㎜を記録。

・激特事業の効果として、今回の出水に対して、天白川水位観測所の計画高水位との比較で約200cmの水位低減効果があった。

愛知県
【天白川】2026年9月8日の大雨における治水事業効果

速報版

（２）水位低減効果(天白川水位観測所)
実測水位と計画高水位との差
T.P. 6.65m － 新HWL T.P. 7.12 = - 0.47m

（３）実測水位と計画高水位との差（東海豪雨時）
T.P. 10.19m － 旧HWL T.P. 8.66 = 1.53m

⇒激特事業の効果として、計画高水位との比較で約200cm
の水位低減（参考 実績水位の比較は約354㎝）

天白川水位観測所

流域図 （１）降雨の状況（日進雨量観測所 9月8日）
日雨量 131mm（午前0時～翌日の午前0時）
最大60分雨量 89mm（午後4時30分～午後5時30分）

HWL超過 9時間30分
最高水位 TP＋10.19ｍ
HWLを1.53ｍ超過

HWL超過 なし
最高水位 TP＋6.65ｍ
HWLを0.47ｍ下回る

2000年9月11日 9月12日 2026年9月8日 9月9日

【激特事業実施後 実績水位】

HWL超過
9時間30分

【激特事業実施前 実績水位】

【激特事業による水位低減効果（実績水位の比較）

1.53ｍ

0.47ｍ

激特事業による河川整備イメージ図

東海豪雨時
水位差1.53m

今回の水位差
0.47m

※河川整備基本方針策定時
（2008.8.22）に計画高水位を変更
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日光川放水路
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実績水位

計算水位（放水路なし）

計算水位（放水路あり）

流域平均雨量

ピーク水位：実績水位
8日 16:50 3.18m

最大水位差
8日 17:30  0.42m

氾濫危険水位T.P.3.50

避難判断水位T.P.2.90

氾濫注意水位T.P.2.30

日光川放水路
ポンプ排水
V=77万m3

運転開始
１６︓２０

運転終了
００︓００

ピーク水位：計算水位（放水路あり)
8日 16:50 3.17m

速報版

・日光川の下流域は日本最大のゼロメートル以下地帯を有し、流域面積の約２/３が強制排水区域

・1959年伊勢湾台風、2000年東海豪雨など、これまでも甚大な浸水被害が発生

・日光川の洪水を木曽川へ放流(Q=55m3/s)する日光川放水路(玉野放水路、祖父江放水路、西中野排水機場)を2010年6月供用開始

・今回の出水に対して、約７７万ｍ3を排水し、戸苅水位観測所において氾濫危険水位の超過を防止

・現在、日光川上流域において日光川２号放水路を整備中であり、更なる水位低減効果が期待される

【日光川玉野放水路、祖父江放水路、西中野排水機場】2026年9月8日大雨に伴う治水事業効果

（１）降雨の状況（戸苅雨量計）
総雨量 １１９mm（９月８日（火）午前２時～午後１１時）
最大60分雨量 ４９mm（９月８日（火）午後２時３０分～午後３時３０分）

（２）洪水調節の状況(観測値は暫定値のため、確定値ではありません。)
排水機場稼働時間 ９月８日（火）午後４時２０分～ ９月９日（水）午前０時００分

（７時間４０分）
排水量 ７７．４万㎥

日光川放水路

日光川2号放水路

戸苅水位観測所

時刻

日光川水位（戸苅水位観測所）・排水機場稼働状況 等

愛知県

マップあいち浸水実績図

ピーク水位：計算水位（放水路なし)
8日 17:20 3.55m
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日光川玉野・祖父江放水路の水位低減効果（東海豪雨との比較）
• 日光川玉野・祖父江放水路が無かった東海豪雨の際は、水位が3.59mまで上昇し、氾濫危険水位を超
過した。

• 一方、2026年9月8日の大雨では、時間最大55mmの降雨により、1時間で1mを超える急激な水位上
昇が発生したものの、日光川放水路の稼働により最高水位は3.17mに抑制された。

• 東海豪雨に対して、放水路により約0.42mのピークカット効果が発揮され、氾濫危険水位の超過を防
止したことが確認できる。

2026年9月豪雨
（放水路なし）

2026年
9月豪雨

（放水路あり）
東海豪雨

55mm
(119mm)

55mm
(119mm)

53mm
(339mm)

時間最大雨量
(総雨量)
（津島）

3.55m3.17m3.59m
最高到達水位
（戸苅）

H.W.L.超過
（レベル４相当）レベル３H.W.L.超過

（レベル４相当）
判定

速報版

愛知県
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• 青木川では、1982年（S57）から流域における洪水の一部を木曽川へ排水することを目的として青木川放水路事業に着手。

• 青木川放水路は、東海豪雨時は、木曽川から般若川（はんにゃがわ）までの一部区間の供用。

• その後、2016年度にネック点となっていた名鉄犬山線橋梁を改築し、2024年度に青木川放水路も全川で供用を開始。

• 今回の出水では、東海豪雨時を上回る時間最大雨量57ミリの降雨となったが、青木川放水路排水機場を稼働させ、約12万m３を木曽川

へ排水したことで、青木川の河川水位を低減させ、流域市町における浸水被害の軽減に寄与した。

単位：戸

【庄内川水系青木川・青木川放水路】 2026年9月8日大雨の治水事業効果

【整備効果】
・流域市町における浸
水被害の減少！

位置図

○排水機場稼働状況
【稼働時間】
・2026.9.8 17:08～23:59
【排水量】
・約 11.6万m3

※25mプール 約357杯分

降雨状況（一宮観測所）

速報値

愛知県

速報版

２０１６年度 名鉄犬山線橋梁完成

東海豪雨時整備済み区間名鉄犬山線橋梁改築
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速報値【庄内川水系八田川・地蔵川】2026年9月8日豪雨に伴う大雨に対する治水事業効果

○八田川・地蔵川では、2011年9月の台風15号に伴う豪雨による家屋浸水被害（床上浸水217戸、床下浸水183戸）を契機に、床上浸水対策
特別緊急事業や緊急３か年事業、５か年加速化事業により、八田川の河道整備、橋梁改築及び地蔵川の排水機場の整備を実施。

○今回の出水では、2011年9月（時間最大雨量51㎜）の出水に対し、約1.5倍の時間最大雨量74㎜を記録したが、2023年6月1日より供用開
始した地蔵川排水機場を運転し、約43万ｍ３排水し、地蔵川の水位を下げることに寄与した。

位置図
はったがわ じぞうがわ

八田川・地蔵川
(名古屋市北区・春日井市)

八田川 地蔵川

庄内川

新地蔵川
新川

国
道
41
号

【整備効果】
・2011年の約1.5倍の時間雨量に対し、ポンプ
が稼働したことで、越水時間も同程度に抑えら
れ、水位低下も図ることができたため、整備効
果は高い。

111
97

凡例
H28要求
H29以降 地蔵川

床上浸水対策
特別緊急事業

（2017-2021）

凡例
河川
浸水範囲(2011.9)
床上浸水家屋(2011.9)

春日井市

八田川
床上浸水対策
特別緊急事業
L=600m

(2017～2021）

←庄内川名古屋市

地蔵川排水機場整備
Q=25m3/s(将来45m3/s)

写真

勝川水位観測所

対策事業内容

最高水位 3.33m 堤防高を
(2011.9.20 15:50) → 13cm超過

氾濫危険水位 2.60m

排水機場稼働時間

最高水位 3.31m
(2026.9.8 16:40)

9/8

勝川水位観測所堤防高 3.20m

2026.9.8越水継続時間
16:20〜17:10(1h)

（参考）2011.9.20越水継続時間
15:30〜16:20(1h)

約1.5倍
【ポンプ稼働時間】
・約6時間
【排水量】
・約42.3万ｍ３
（25mプール︓約780杯分）

※今回出水の浸水
範囲や浸水戸数は
現在精査中。

堤防高を
11cm超過

愛知県
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速報版
【調節池】2026年9月8日大雨に伴う治水事業効果

愛知県

2000年以降完成の施設

9月8日15:50
青木川本川から調節池への貯留状況

青木川 第４調節池

⑰

青木川 本川

国土交通省川の防災情報

9月8日19︓10
庄内川から治水緑地への流出状況

庄内川

洗堰

⑭

中島調節池

9月9日13︓30
青木川本川から調節池への貯留状況

青木川 本川

洪水調節容
量（㎥）完成年箇所河川名施設名

49,0001989稲沢市福田川（二級）福田川奥田遊水地①
127,0001991稲沢市福田川（二級）福田川中之庄遊水地②
27,1001994扶桑町青木川（一級）中島調節池③
11,3001994江南市青木川放水路（一級）般若川分水池④
18,3001994江南市青木川放水路（一級）般若川調整池⑤
1,2901994江南市青木川放水路（一級）青木川分水池⑥
14,7001994江南市青木川放水路（一級）青木川調整池⑦
2,0401994江南市青木川放水路（一級）昭和川分水池⑧
6,0001994江南市青木川放水路（一級）昭和川調整池⑨
8,3101994大口町青木川放水路（一級）奈良子調整池⑩
232,0002001あま市福田川（二級）森遊水地⑪
24,7002003扶桑町青木川（一級）高雄調節池⑫
107,0002004あま市五条川（一級）五条川調整池⑬
550,0002005名古屋市新川（一級）新川治水緑地⑭
12,6002019一宮市青木川（一級）青木川第３調節池⑮
58,0002020小牧市中江川（一級）中江川調節池⑯
24,4002023江南市青木川（一級）青木川第４調節池⑰
1,1622023大口町青木川放水路（一級）奈良子分水池⑱
12,8402025清須市水場川（一級）水場川調節池⑲
11,0002027

予定江南市日光川（二級）江南遊水地⑳

・洪水の一部をカットし、安全に流下させるため、県内において調節池の整備を３２箇所実施。

・その内、青木川第４調節池をはじめとする庄内川水系の調節池では約８８万㎥、森遊水池をはじめとする日光川水系の調節池では約４１

万㎥を貯留容量があり、合計約１２９万㎥の貯留施設を活用することで、流域における浸水被害の軽減に寄与している。

・東海豪雨以降に整備された調節池は９施設であり、２０２７年度には新たに江南遊水地の完成を予定している。

⑭

9月8日18︓00
新川から治水緑地への流出状況

治水緑地

新川
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議題（５）効果検証の方向性及び今後のスケジュール
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資料５－１効果検証の方向性（案）

対象降雨

・2000年東海豪雨

・2026年9月8日の大雨

※必要に応じ代表的な降雨

河川断面

・東海豪雨時

・現況

• 第１回検討会においては、庄内川、新川及び天白川の主要な水位観測所において、河川整備による低

減効果を確認するため、東海豪雨時と2026年９月の大雨時の実績水位の比較を行った。

• 第２回においては、複数の降雨を対象として、東海豪雨時と現況の河川断面で外水氾濫シミュレー

ションにより浸水範囲、浸水戸数、被害額等を算出し、これまで実施してきた河川整備の効果を定量

的に示す。

新川 天白川

外水氾濫シミュレーションの例

対象河川

・庄内川

・新川

・天白川

庄内川
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【今後のスケジュール（案）】

年
度

『効果検証会議（第１回）』 本日（9月30日）
◆東海豪雨時の降雨と被害状況
◆東海豪雨後に進めてきた河川整備の概要（国、県）
◆河川水位による河川整備の効果の概略確認
◆効果検証の方向性及び今後のスケジュール

年
度

『効果検証会議（第２回）』 年度内
◆９月８日大雨を対象とした河川整備の効果を再現計算等
により検証

◆今後見込まれる様々な降雨に対し整備効果を検証
◆河川整備の事業効果の見える化と更なる周知の強化

資料５−２

『シンポジウム』 2027年5月頃
◆東海豪雨及び９月８日大雨の浸水被害の振り返りと比較
◆９月８日大雨を対象とした河川整備効果検証結果
◆今後の河川整備の重要性を発信
◆河川整備の効果の発信

２０２６年９月８日から９日にかけて大雨発生

2026

2027
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